































問題点について，近時刊行された東洋文庫善本叢書第 5 巻（勉誠出版，2015 年 2 月）所収の





















晴通 (1983)，原卓志 (1987) の諸研究に詳しいが，朱書と墨書の違いについてはこれまで論じ
られることがなかった。経典釈文（通志堂本による）からの引用書込の概要は以下の通りである。
引用書込：57 例（掲出項目 113 例，掲出字のみの「揚之水」「羔裘」の 2 例を除く）
朱書書込：47 例（27 行目「荎」から 106 行目「罷倦」まで，すべて該当本文の右下）
墨書書込：10 例（2 行目「蟋蟀」から 25 行目「洒」までの 7 例は上下欄外，105 行目「何怙」




























めることができる。この小序には「有～不能用～」の構文が 3 回繰り返され，24 行目の例は 3
番目に当たる。前 2 例（23 行目）にはいずれも朱ヲコト点「れ」「と」「も」が加点されており，
前記釈文でも「有れとも」と解読している。ただし，3 例とも「有」字画右下に擦消されたよ
うな跡があり，「れ」とは異なる加点があった可能性もある（影印本の限界点である）。なお，
































鈔本では 23行目の 2例についても、字画内に加点されるヲコト点「も」の認定は難しい。 
 表 1 「有」（山有樞・小序）のヲコト点 
所在 本文 石塚 1983 善本叢書 景印旧鈔本
23 有財不能用 有れとも れとも れと 
23 有鍾鼓不能以自樂 有れとも れとも れと 
24 有朝廷不能洒掃 有れ（トモ） れとも と 
 
 図 2 ヲコト点図 
 





















所在 本文 石塚 1983 善本叢書 景印旧鈔本
23 有財不能用 有れとも れとも れと
23 有鍾鼓不能以自樂 有れとも れとも れと
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 表 2 虫損間隔測定値 


































 表 2 虫損間隔測定値 














 3.2 本文校勘の方針 
  ここでは漢文本文の書写状態に目を向けてみたい。国宝毛詩の山有樞・小序冒頭に「山有樞
刺晋照公也」（27 行目）とある。この中の「照公」は「昭公」でなければならないことは、後
































所在   字体  校勘処置
050   椒  不審紙，注記なし
052   椒  不審紙，注記なし
052 割   椒 B  右傍に不審紙，その下方に墨書「椒」
052 割   椒 B  右傍に不審紙，不審紙に墨書「椒」を重ね書き
052 割   椒 B  右傍に墨書「椒」，その字画中に小さな剥落痕あり
055   椒  不審紙，注記なし
055 割   椒 B  右傍に不審紙，その下方に墨書「椒」，本文「椒 B」に朱圏点校符
056   椒  不審紙，注記なし
057   椒  不審紙，注記なし























さらに，53 行目割「時」，55 行目割「崩」，55 行目割「椒」，92 行目割「怨」においては，右
傍に不審紙を置き，その下方に墨書注記があり，当該本文「時」「崩」「椒」「怨」の字画中に
朱圏点校符が加点されている。墨書注記をした後に朱圏点校符を加点することは考えにくく，




（初期本文） → 不審紙 → 朱圏点校符 → 墨書書込 → 経典釈文書込
一方，不審紙は全巻の経文（本行）右傍，上下欄外，割注右傍・字画内に貼付されるが，経
文右傍に不審紙が貼付された例（且 (035)，焉 (039)，襮 (042)，楊 (044)，楊 (046)，楊 (049)，焉 (051)，
且 (055)，且 (057)，焉 (061)，杕 (076)，杕 (078)，焉 (081)，弟 (083)，焉 (083)，杕 (084)，焉 (087)，











6 学年で修得）である 10) 。なぜこのような簡単な本文にわざわざ墨書で「ク（レナム）」と加
点したのか。実はこの部分には唐代写本では「暮」，唐代以降の写本・刊本では「莫」に作る
本文異同がある。




















































経天平宝字六年百済豊虫願経（原寸原色，A3 判変形・372 頁，勉誠出版，2013 年 9 月）。京都国立博
物館所蔵国宝岩崎本日本書紀（原寸原色，A3 判変形・120 頁，勉誠出版，2014 年 1 月），京都国立博
物館所蔵国宝吉田本日本書紀（原寸原色，A3 判変形・396 頁，勉誠出版，2014 年 2 月），京都国立博
物館所蔵国宝浄名玄論（原寸原色，A3 判変形・320 頁，勉誠出版，2014 年 4 月）。東洋文庫善本叢
書（原寸原色，勉誠出版，以下書名と版式・頁数，出版時期），国宝史記夏本紀秦本紀（変形判・108
頁，2014 年 9 月），梵語千字文／胎蔵界真言（変形判・86 頁，2015 年 1 月），国宝毛詩／重要文化財
礼記正義巻第五残巻（変形判・120 頁，2015 年 2 月），国宝古文尚書巻第三・第五・第十二／重要文化
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永五年写巻第八（変形判・112 頁，2015 年 7 月），国宝文選集注巻第四十八・第五十九・第六十八・第
八十八・第百十三（変形判・424 頁，2015 年 10 月），重要文化財論語集解正和四年写（変形判・384 頁，
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2） 唐代 7 世紀末写，平安中期延喜頃（901-923）の加点。巻第 6 唐風詁訓伝第 10 の前半の蟋蟀から鴇羽
まで 8 篇，113 行が存する。解題は石塚晴通・小助川貞次による。本書については，京都帝国大学文学






4） 墨書書込の中では「音戸」だけが他の 9 例と異なり僅かに筆太で，特に巻末の 3 例で見ると「戸」の








6） 『秘籍大観』第 1 集（大阪毎日新聞社，1926 年，コロタイプ覆製），『複刻日本古典文学館』第 1 期第 2 回・
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